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町長から　

　この度の台風 14 号で被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。

　常盤台水源地周辺の土砂崩れによる断水では、 町民の皆様に多大なる不自由をお掛けいたしましたことに、 お詫

び申しあげます。 皆様方の御理解と御協力により、 無事、 町内全域に給水を再開することができ心より感謝いたしま

す。 今後も引き続き節水への御協力をいただければ幸いです。

　また、 復旧作業に従事いただいた業者の皆様、 協力いただいた自衛隊、 県、 自治体の皆様、 その他様々な支

援をいただいた皆様にも、 この場を借りて御礼申し上げます。

　今回の経験を活かし、 町民の皆様への水の供給という重要なライフラインを守っていくために、 最善を尽くして参り

ますので、 今後とも変わらぬ御理解と御協力をお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高原町長　　高妻　経信

　９月 18 日、大型で非常に強い台風 14 号（ナンマドル）が

九州に上陸し、本町でも暴風と大雨による、停電や倒木など

の被害が相次ぎました。

　その中でも、常盤台水源地周辺で発生した土砂崩れでは、

道路と水源地からの導水管が流され、町内 4,406 世帯のうち

７割以上に当たる 3,304 世帯が断水となる大きな被害となり

ました。

　災害発生から現在（９月 28 日時点）までの経過について

報告いたします。

令和４年台風 14号に伴う

災害状況報告

強風域突入

高齢者等避難発令　 避難所開設

暴風警報

避難指示

水源地土砂崩壊発生
断水広報町民周知（節水のお願い）

町から県へ自衛隊派遣要請

県知事から自衛隊に災害派遣要請

断水
町民へ給水開始

（飲料用３箇所、生活用水１箇所）

水源地土砂撤去作業開始

町民への給水

（飲料用３箇所、生活用水１箇所）

※20 日～ 27 日　8:00 ～ 20:00

県知事給水ポイント視察

協力企業より給水支援

協力自治体より給水支援

配水管敷設工事開始

送水開始
協力自治体より給水支援（追加）

飲料用として利用可能と判断

町内全域の断水解消
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経過報告

①土砂崩壊直後の常盤台水源地周辺

②土砂崩壊後上空から（業者提供）

③配水管敷設工事中上空から（業者提供）

※①～③の青色の屋根が水源地建屋

④土砂撤去作業の様子

⑤自衛隊による給水支援

⑥町内事業者による保育園給食の提供

⑦河野知事給水地視察

⑧協力企業給水作業の様子

⑨旭台給水スタンドでの給水の様子

①①

②②

③③

④④ ⑤⑤

⑥⑥ ⑦⑦

⑧⑧

⑨⑨

広報たかはる 2



町長から　

　この度の台風 14 号で被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。

　常盤台水源地周辺の土砂崩れによる断水では、 町民の皆様に多大なる不自由をお掛けいたしましたことに、 お詫

び申しあげます。 皆様方の御理解と御協力により、 無事、 町内全域に給水を再開することができ心より感謝いたしま

す。 今後も引き続き節水への御協力をいただければ幸いです。

　また、 復旧作業に従事いただいた業者の皆様、 協力いただいた自衛隊、 県、 自治体の皆様、 その他様々な支

援をいただいた皆様にも、 この場を借りて御礼申し上げます。

　今回の経験を活かし、 町民の皆様への水の供給という重要なライフラインを守っていくために、 最善を尽くして参り

ますので、 今後とも変わらぬ御理解と御協力をお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高原町長　　高妻　経信

　９月 18 日、大型で非常に強い台風 14 号（ナンマドル）が

九州に上陸し、本町でも暴風と大雨による、停電や倒木など

の被害が相次ぎました。

　その中でも、常盤台水源地周辺で発生した土砂崩れでは、

道路と水源地からの導水管が流され、町内 4,406 世帯のうち

７割以上に当たる 3,304 世帯が断水となる大きな被害となり

ました。

　災害発生から現在（９月 28 日時点）までの経過について

報告いたします。

令和４年台風 14号に伴う

災害状況報告

強風域突入

高齢者等避難発令　 避難所開設

暴風警報

避難指示

水源地土砂崩壊発生
断水広報町民周知（節水のお願い）

町から県へ自衛隊派遣要請

県知事から自衛隊に災害派遣要請

断水
町民へ給水開始

（飲料用３箇所、生活用水１箇所）

水源地土砂撤去作業開始

町民への給水

（飲料用３箇所、生活用水１箇所）

※20 日～ 27 日　8:00 ～ 20:00

県知事給水ポイント視察

協力企業より給水支援

協力自治体より給水支援

配水管敷設工事開始

送水開始
協力自治体より給水支援（追加）

飲料用として利用可能と判断

町内全域の断水解消

11:00　

16:00

 3:07　

 8:00

1:00 頃

10:25

13:00 

13:30　

15:00　

16:15

13:00

 0:00

 8:15

16:30

 6:00

9/17

（土）

9/18

（日）

9/19

（月）

9/20

（火）

9/21

（水）

9/23

（金）

9/25　

（日）

9/26　

（月）

9/27

（火）

9/28

（水）

経過報告

①土砂崩壊直後の常盤台水源地周辺

②土砂崩壊後上空から（業者提供）

③配水管敷設工事中上空から（業者提供）

※①～③の青色の屋根が水源地建屋

④土砂撤去作業の様子

⑤自衛隊による給水支援

⑥町内事業者による保育園給食の提供

⑦河野知事給水地視察

⑧協力企業給水作業の様子

⑨旭台給水スタンドでの給水の様子

①①

②②

③③

④④ ⑤⑤

⑥⑥ ⑦⑦

⑧⑧

⑨⑨

3  R4.10.1　No.738



最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

Town　Topics

野田野田典男さんより絵画の寄贈
　

　この度、高原町出身で東京都在住の元たかはるふるさと

大使野田典男さんのご家族より絵画の寄贈がありました。

　野田さんは、国内外の有名美術賞での入賞経験を持ち、国

内外で個展を開催するなど画家活動に勢力的に取り組んで

こられ、これまでも高原町へ多くの絵画を寄贈いただいて

おります。今回、高原町の皆さんのために役立てていただき

たいというご家族の意向により、６点もの絵画の寄贈をい

ただきました。

宝く宝くじの助成金で整備

　この度、上後川内区において、宝くじの助成金を活用して、

エアコン、折りたたみテーブル、屋外用掲示板等が整備され

ました。

　この助成金は、全国自治宝くじの受託事業収入を財源に、

社会貢献広報事業として一般財団法人自治総合センターが

実施しているコミュニティ助成事業です。地域のコミュニ

ティ活動の充実・強化を図り、地域社会の健全な発展と住民

福祉の向上に寄与するものです。

町内町内事業者と連携しカフェをオープン

　９月９日、湯之元地区にたかはる古民家カフェがオープ

ンしました。オープニングセレモニーでは、内山圭店長の挨

拶や関係者によるクラフトコーラの乾杯でオープンを祝い

ました。

　このカフェは、鈴木孝充さんと本町出身の田代大輔さん

が共同で事業を進め、たかはるよりどり交流市で行われて

いる地域商社企画の「ツナガル語り場」で、町内事業者との

連携によりクラフトコーラが開発され開店に至りました。

まつまつりに向けて一致団結
　

　９月９日、これまで実施していた秋まつりと発祥地まつり

を融合した新しいまつりの名前が「日本発祥地まつり」とな

りました。

　この日、町内の関係団体の代表者約 50 名が集まり決起集

会を行いました。まつりを通じて逆境に負けないまち、そし

て神武天皇御生誕の地、天孫降臨の地として「日本発祥地　

高原町」を守り、後世へ受け継ぐことで、高原町の魅力を町内

外へ発信していきます。まつりは、10 月 23 日実施予定です。

写真の方は、野田典男さんの奥さんの野田智さん

※典男さんの写真は御都合により掲載はありません。

写真の方は、野田典男さんの奥さんの野田智さん

※典男さんの写真は御都合により掲載はありません。

まちのわだい

ゲーゲートキーパー養成講座を開催

　９月８日に民生委員児童委員の方々が、NPO法人ゲート

キーパーＴＯＮＡＲＩＮＯによるゲートキーパー養成講座

をオンラインで受講されました。

　ゲートキーパーとは、悩んでいる人や身近な人のサイン

に気づき、声をかけ、話をきき、必要な支援につなぎ、見

守る人のことです。決して特別な人ではなく、専門性の有

無にかかわらず、誰でも、それぞれの立場で、できることを、

できる範囲で進んで行動していきます。

県下県下一斉ボランティアの日
　

　９月３日、高原町ボランティア連絡協議会（二宮豊会長）

が県下一斉ボランティアの日の活動として、高原町皇子原公

園において清掃活動を実施しました。

　当日は、台風の影響で天候が不安定ではありましたが、３

年ぶりの開催とあって多くのボランティアの方々が集まって

くださいました。秋を彩る彼岸花が咲き誇る「たかはるの宝

もの　皇子原公園」。ボランティアの皆さんがきれいにした

遊歩道を、彼岸花を眺めながらゆっくり散策してください。

中平中平農地環境保全会設立

　８月31日、鹿児山農業構造改善センターにおいて

中平農地環境保全会の設立総会が開催されました。

　この団体は､多面的機能支払交付金を利用し地域

の農地や道水路等の維持・保全を目的として設立さ

れており、高原町では３例目となる団体です。

　今回の設立により、地域一体となった農地等の保

全が図られるものと期待されます。

菊の菊のフラワーアレンジメント贈呈
　

　８月30日、高原町花卉部会（中別府裕二部会長、鶴田朋

大部会員）より重陽の節句にあわせて菊のフラワーアレン

ジメントが贈呈されました。

　９月９日は、五節句のひとつ「重陽の節句」であり、菊

を用いて不老長寿を願うことから「菊の節句」とも呼ばれ

ています。

　本町では４戸の菊生産者が美しい菊を生産しており、県

内有数の花卉の産地です。
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高原町の公共交通

JR吉都線JR吉都線

乗り合いタクシー乗り合いタクシー

「ななつ星 in 九州」が吉都線内を運行します
　豪華寝台列車クルーズトレイン「ななつ星 in 九州」が 10 月から初めて吉都線内を運行します。
　吉都線内を運行するのは、10 月 20 日・27 日、11 月３日・10 日・17 日・24 日、12 月 15 日・22 日の予定です。
えびの駅に 11 時 14 分頃に到着し、２時間程度停車します。その後、高原駅に 13 時 40 分頃到着し、８分程度停
車します。
　高原駅、役場に手持ち旗を用意しますので、一緒に「ななつ星 in 九州」のお見送りをしてみませんか。
　また、駅以外でも沿線で見かけた際はぜひ手を振ってお見送りしましょう。

おもてなしの準備進む
　９月 14日、「ななつ星 in 九州」の運行を前に、吉
都線全 17 駅のうち、６駅（吉松駅・えびの駅・飯野駅・
小林駅・高原駅・谷頭駅）で一斉にＪＲ九州と協働し
て草刈りを行いました。高原駅では不安定な天気の中、
約５時間かけて生い茂った草を刈りました。

列車泊

旅館

 9:40頃発

嘉例川駅

10:19頃着

10:24頃発

えびの駅

11:14頃着

13:05頃発

佐伯駅

23:28頃着

23:40頃発

南宮崎駅

17:04頃着

17:49頃発

高原駅

13:40頃着

13:48頃発

都城駅

14:26頃着

15:43頃発

運行表

JR 吉都線 「ななつ星 in 九州」 の来町／乗り合いタクシーの新設及び変更

　地域の方がより利用しやすい路線となるよう、10 月から新たに
「広原線」の運行を開始することとなりました。また、「小久保線」
「常盤台線」についても区域運行エリアの導入や拡大を行います。

区域運行エリアとは・・・
　前日までに電話で予約して頂いたら、乗合
タクシーが自宅まで迎えに行くエリアのこと。

広原線が新たに運行開始

運行曜日　 月曜日・水曜日（事前予約が必要）

運行便数　 １日２便（１往復）

運　　賃　 １乗車 300 円（均一）

利用方法　 【広原方面　⇔　高塚】

　　　　　  予約運行（この区域は自宅まで送迎可能）

　　　　　 【高塚　⇔  高原】

            予約運行（停留所で乗降）

１便

２便

8:00 8:30 8:31 8:32 8:34 8:35 8:36 8:37 8:38 8:39 8:40

12:10 12:09 12:08 12:06 12:05 12:04 12:03 12:02 12:01 12:0012:15
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小久保線の区域運行エリア導入

　鹿児山区、川平区、下出口が区域運行エリアにな

ります。

運行曜日　　月曜日・木曜日・金曜日（事前予約が必要）

運行便数　　１日２便（１往復）

運　　賃　　１乗車 300 円（均一）

利用方法　　【川平区方面　⇔　JA ミルコ前】　 　

　　　　　　 予約運行（この区域は自宅まで送迎可能）

　　　　　　【JA ミルコ前　⇔　出口】　　　　 　

　　　　　　 予約運行（この区域は自由に乗降）

　　　　　　【出口　⇔　ほほえみ館】

　　　　　　 予約運行（停留所で乗降）

◆運行ダイヤ 上り：１便（往路）

下り：１便（復路）

JR（鉄道） 路線バス（小林～都城）

｟
広
原
方
面

｠

区
域
運
行
エ
リ
ア

常盤台線の区域運行エリア拡大

　西大谷、皇子地区が区域運行エリアに追加されま

す。竹広地区は広原線に変更となります。

運行曜日　　月曜日・木曜日（事前予約が必要）

運行便数　　１日２便（１往復）

運　　賃　　１乗車 300 円（均一）

利用方法　　【常盤台方面　⇔　常盤台公民館前】　 

　　　　　　 予約運行（この区域は自宅まで送迎可能）

　　　　　　【常盤台公民館前　⇔　並木】　　　 　

　　　　　　 予約運行（この区域は自由に乗降）

　　　　　　【並木　⇔　高原】

　　　　　　 予約運行（停留所で乗降）

※前日の 15 時までに予約が必要です（予約が無い場合は走りません。）。

【予約先】　宮交タクシー　☎42-１１１７（必ず乗合タクシーの予約ですと伝えてください。）

※初めて区域運行エリア（家まで送迎可能）をご利用の場合は確認が必要なため、事前に総合政策課までご連絡ください。

総合政策課企画政策係　☎42‐２１１５お問い合わせ先
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高原町の公共交通

JR吉都線JR吉都線

乗り合いタクシー乗り合いタクシー

「ななつ星 in 九州」が吉都線内を運行します
　豪華寝台列車クルーズトレイン「ななつ星 in 九州」が 10 月から初めて吉都線内を運行します。
　吉都線内を運行するのは、10 月 20 日・27 日、11 月３日・10 日・17 日・24 日、12 月 15 日・22 日の予定です。
えびの駅に 11 時 14 分頃に到着し、２時間程度停車します。その後、高原駅に 13 時 40 分頃到着し、８分程度停
車します。
　高原駅、役場に手持ち旗を用意しますので、一緒に「ななつ星 in 九州」のお見送りをしてみませんか。
　また、駅以外でも沿線で見かけた際はぜひ手を振ってお見送りしましょう。

おもてなしの準備進む
　９月 14日、「ななつ星 in 九州」の運行を前に、吉
都線全 17 駅のうち、６駅（吉松駅・えびの駅・飯野駅・
小林駅・高原駅・谷頭駅）で一斉にＪＲ九州と協働し
て草刈りを行いました。高原駅では不安定な天気の中、
約５時間かけて生い茂った草を刈りました。

列車泊

旅館

 9:40頃発

嘉例川駅

10:19頃着

10:24頃発

えびの駅

11:14頃着

13:05頃発

佐伯駅

23:28頃着

23:40頃発

南宮崎駅

17:04頃着

17:49頃発

高原駅

13:40頃着

13:48頃発

都城駅

14:26頃着

15:43頃発

運行表

JR 吉都線 「ななつ星 in 九州」 の来町／乗り合いタクシーの新設及び変更

　地域の方がより利用しやすい路線となるよう、10 月から新たに
「広原線」の運行を開始することとなりました。また、「小久保線」
「常盤台線」についても区域運行エリアの導入や拡大を行います。

区域運行エリアとは・・・
　前日までに電話で予約して頂いたら、乗合
タクシーが自宅まで迎えに行くエリアのこと。

広原線が新たに運行開始

運行曜日　 月曜日・水曜日（事前予約が必要）

運行便数　 １日２便（１往復）

運　　賃　 １乗車 300 円（均一）

利用方法　 【広原方面　⇔　高塚】

　　　　　  予約運行（この区域は自宅まで送迎可能）

　　　　　 【高塚　⇔  高原】

            予約運行（停留所で乗降）

１便

２便

8:00 8:30 8:31 8:32 8:34 8:35 8:36 8:37 8:38 8:39 8:40

12:10 12:09 12:08 12:06 12:05 12:04 12:03 12:02 12:01 12:0012:15

高
　
原

高
　
塚

霧
島
団
地
前

忠
霊
塔

希
望
の
店
前

農
協
前

高
原
駅

川
井
田
医
院
前

役
場
前

郵
便
局
前

小久保線の区域運行エリア導入

　鹿児山区、川平区、下出口が区域運行エリアにな

ります。

運行曜日　　月曜日・木曜日・金曜日（事前予約が必要）

運行便数　　１日２便（１往復）

運　　賃　　１乗車 300 円（均一）

利用方法　　【川平区方面　⇔　JA ミルコ前】　 　

　　　　　　 予約運行（この区域は自宅まで送迎可能）

　　　　　　【JA ミルコ前　⇔　出口】　　　　 　

　　　　　　 予約運行（この区域は自由に乗降）

　　　　　　【出口　⇔　ほほえみ館】

　　　　　　 予約運行（停留所で乗降）

◆運行ダイヤ 上り：１便（往路）

下り：１便（復路）

JR（鉄道） 路線バス（小林～都城）

｟
広
原
方
面

｠

区
域
運
行
エ
リ
ア

常盤台線の区域運行エリア拡大

　西大谷、皇子地区が区域運行エリアに追加されま

す。竹広地区は広原線に変更となります。

運行曜日　　月曜日・木曜日（事前予約が必要）

運行便数　　１日２便（１往復）

運　　賃　　１乗車 300 円（均一）

利用方法　　【常盤台方面　⇔　常盤台公民館前】　 

　　　　　　 予約運行（この区域は自宅まで送迎可能）

　　　　　　【常盤台公民館前　⇔　並木】　　　 　

　　　　　　 予約運行（この区域は自由に乗降）

　　　　　　【並木　⇔　高原】

　　　　　　 予約運行（停留所で乗降）

※前日の 15 時までに予約が必要です（予約が無い場合は走りません。）。

【予約先】　宮交タクシー　☎42-１１１７（必ず乗合タクシーの予約ですと伝えてください。）

※初めて区域運行エリア（家まで送迎可能）をご利用の場合は確認が必要なため、事前に総合政策課までご連絡ください。

総合政策課企画政策係　☎42‐２１１５お問い合わせ先
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ほほえみ館通信
　健康に関するわだいをお届けします　『自分の健康は自分で守りましょう』

高齢者インフルエンザ予防接種がはじまります！高齢者インフルエンザ予防接種がはじまります！

【お問い合わせ先】ほほえみ館健康づくり推進係（☎42－４８２０）

　まだまだ暑い日が続いていますが、少しずつ秋の気配を感じる季節となりました。

　寒くなってくると、インフルエンザが流行してきます。早めに対策をとりましょう。

○インフルエンザとは

　インフルエンザウイルスに感染することによって起こる感染症です。38 度以上の高熱、頭痛や関節痛・筋肉痛な

ど全身の症状が現れ、高齢者の方や慢性疾患を持つ方は、肺炎を伴うなど重症化することもあります。

○予防接種の有効性について

　インフルエンザは、予防接種を受けることで発症や重症化が予防できます。

　予防接種を受けてからインフルエンザに対する抵抗力がつくまで２週間程度かかり、その効果が持続する期間は

約５か月間とされています。そのため、インフルエンザが流行する 12 月中旬ごろまでにワクチンを接種しておくこ

とが必要です。

○予防接種の副反応について

　全身症状として発熱、悪寒、頭痛、倦怠感等、また、局所症状としては発赤、腫脹、疼痛等がありますが、通常

２～３日中に消失します。まれではありますが、アナフィラキシーショック等の緊急的対応が必要な副反応が生じ

ることもあります。

１ 実施期間

令和４年 10 月１日～令和４年 12 月 31 日

※期間を過ぎると全額自己負担となります。

※年末は医療機関が休診となることが予想されますので、ご注意ください！

２ 助成対象者

①65 歳以上の方（接種日時点）

②60 歳～64 歳の方で、心臓、じん臓、呼吸器または免疫の機能に日常生活活動が

極度に制限される程度の障がいのある方（医師の診断による）

３ 接種回数・方法
1 回接種（皮下注射）

※新型コロナワクチン接種との同時接種は可能です。

４ 料金

（自己負担金）

１，５００円

※生活保護世帯の方は無料です　（医療機関窓口に証明できるものを提示するか、

申し出てください。）。

５ 持参するもの 健康保険証

６ 予診票

医療機関の窓口においてあります。

※原則、予防接種を受ける方に記入していただきますので、老眼鏡等が必要な方

は、忘れずにお持ちください。

　☆高原町では以下のとおり、高齢者のインフルエンザ予防接種の費用を助成します。

小林秀峰高校　２年生

真方 優衣 さん

小林秀峰高校　２年生

真方 優衣 さん

１日目

9時 00分～　オリエンテーション

10 時 00分～　町長あいさつ

10 時 30分～　窓口業務体験（教育総務課 ）

12 時 00分～　休憩時間

13 時 00分～　庁舎及び町内施設見学

庁舎内各課及び町内施設

15 時 30分～　広報誌原稿作成１

16 時 00分　　終了

２日目

9時 00分～　防災講話

10 時 00分～　議会傍聴

12 時 00分～　休憩時間

13 時 00分～　調書作成（財政係 ）

14 時 30分～　郵便物集計（行政係 ）

15 時 30分～　広報誌原稿作成２

16 時 00分　　終了

３日目

9時 00分～　窓口業務体験

10 時 30分～　郵便物振分業務

12 時 00分～　休憩

13 時 00分～　広報紙原稿作成（地域政策係 ）

16 時 00分　　終了

～・～・～・～　感想　～・～・～・～

　今回のインターンシップを通して、役場の役
割や各課の仕事を知ることができました。また、
議会傍聴という貴重な経験ができ良かったです。

　賞をとった小説や今人気の
漫画が沢山あり、背の順や作
者ごとに本が並んでいてとて
もきれいな図書室でした。

　高原町の新しい会社の「奥
霧島地域商社ツナガルたかは
る」はＳＮＳを活用して高原
町を発信するなど楽しそうな
会社でした。

　いろんな課から集まった郵
便物を１枚１枚重さを計って
郵便局に持って行っているこ
とを知りました。

　高原町で起こる災害を知ら
せるために機械で一斉にして
いることに驚きました。

　高原町全体に毎月水道料を
知らせるために、三千通以上
送っていてすごいと思いまし
た。

　役場あてに届いた郵便物を
各課に分けたり、町外や県外
に届けるための郵便物を作っ
たりするのは量が多くて結構
大変でした。

インターンシップ高原町役場
　９月６日から８日に、小林秀峰高校の真方さんが高原町役場でイン

ターンシップを行いました。その一環として、広報紙の製作も体験し

てもらいました。真方さんが、記事の執筆、レイアウト、写真撮影な

どを行い、今回のインターンシップで学んだことや感じたことを１ペー

ジにまとめました。

※これより下部は、真方さん本人が作成しました。
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ほほえみ館通信
　健康に関するわだいをお届けします　『自分の健康は自分で守りましょう』

高齢者インフルエンザ予防接種がはじまります！高齢者インフルエンザ予防接種がはじまります！

【お問い合わせ先】ほほえみ館健康づくり推進係（☎42－４８２０）

　まだまだ暑い日が続いていますが、少しずつ秋の気配を感じる季節となりました。

　寒くなってくると、インフルエンザが流行してきます。早めに対策をとりましょう。

○インフルエンザとは

　インフルエンザウイルスに感染することによって起こる感染症です。38 度以上の高熱、頭痛や関節痛・筋肉痛な

ど全身の症状が現れ、高齢者の方や慢性疾患を持つ方は、肺炎を伴うなど重症化することもあります。

○予防接種の有効性について

　インフルエンザは、予防接種を受けることで発症や重症化が予防できます。

　予防接種を受けてからインフルエンザに対する抵抗力がつくまで２週間程度かかり、その効果が持続する期間は

約５か月間とされています。そのため、インフルエンザが流行する 12 月中旬ごろまでにワクチンを接種しておくこ

とが必要です。

○予防接種の副反応について

　全身症状として発熱、悪寒、頭痛、倦怠感等、また、局所症状としては発赤、腫脹、疼痛等がありますが、通常

２～３日中に消失します。まれではありますが、アナフィラキシーショック等の緊急的対応が必要な副反応が生じ

ることもあります。

１ 実施期間

令和４年 10 月１日～令和４年 12 月 31 日

※期間を過ぎると全額自己負担となります。

※年末は医療機関が休診となることが予想されますので、ご注意ください！

２ 助成対象者

①65 歳以上の方（接種日時点）

②60 歳～64 歳の方で、心臓、じん臓、呼吸器または免疫の機能に日常生活活動が

極度に制限される程度の障がいのある方（医師の診断による）

３ 接種回数・方法
1 回接種（皮下注射）

※新型コロナワクチン接種との同時接種は可能です。

４ 料金

（自己負担金）

１，５００円

※生活保護世帯の方は無料です　（医療機関窓口に証明できるものを提示するか、

申し出てください。）。

５ 持参するもの 健康保険証

６ 予診票

医療機関の窓口においてあります。

※原則、予防接種を受ける方に記入していただきますので、老眼鏡等が必要な方

は、忘れずにお持ちください。

　☆高原町では以下のとおり、高齢者のインフルエンザ予防接種の費用を助成します。
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　過去の経験によれば、災害発生からライフライン

復旧まで１週間以上を要するケースが多くみられ

ます。また、災害支援物資が３日以上到着しないこ

とや物流機能の停止によって、１週間はスーパー

マーケットやコンビニなどで食料が手に入らない

ことが想定されます。

　このため、最低３日分～１週間分 × 人数分の食

品の家庭備蓄が望ましいといわれています。

　自治体が作成するハザードマップなどを確認し、

お住いの地域の状況に応じて２週間分など多めに

備えることも大切です。

備蓄食品を用意する際の分類のヒント

　備蓄食品は大きく分けて「非常食」と「日常食」の

２種類があります。普段食べている食品を多めに買

い置きするだけで備蓄になります。これらをバラン

スよく備えることが大事です。

ローリングストックとは…

　普段の食品を少し多めに買い置きしておき、賞味

期限を考えて古いものから消費し、消費した分を買

い足すことで、常に一定量の食品が家庭で備蓄され

ている状態を保つための方法です。

防災関連連載　　Vol.37

　「高原町メールサービス」では、防災関連情報をメール配信しています。    

　下記の URL に空メールを送るか、右記の QR コードを読み取る事で、登録することが

できます。町民の皆様の登録をお願いします。

　URL:t-takaharu@sg-p.jp( 空メールをお送りください。）

災害備蓄について

非　　常　　食

災害時の備えとして用意し主に災害時に使用するもの

【非常食は、場面に応じて日常でも利用が可能 】

日　常　食　品

日常から使用し、かつ、災害時にも使用するもの

【ローリングストック 】

　　

複数のお薬手帳を一冊にまとめて

持ちましょう

１　お薬手帳について

　自分自身が服用してきた（服用している）薬の内

容を記録する手帳のことです。

　お薬手帳に記録される主な内容は、処方箋を出し

てもらった医療機関、日付、薬の名前、服用の方法、

調剤薬局の名前などです。

２　お薬手帳を一冊にまとめるメリットについて

　お薬手帳には、自分自身の病気等が記録されてい

るため、新たに薬を処方してもらうときに、重複投

与、相互作用の防止及び飲み合わせ等の副作用（ポ

リファーマシー）のリスクを軽減できます。

　また、お薬手帳一冊で、自分自身が服用している

薬の種類の情報を正確かつ円滑に伝えることがで

き、薬を服用する自分自身でなくても管理が可能と

なります。

　前述のように自分自身の健康を守ってくれるお

薬手帳は、一冊にまとめて持

つことを推奨します。

　お薬手帳をもらうには、お

近くの調剤薬局等にご相談く

ださい。

  お問い合わせ先

  　町民福祉課　保険係　　　☎42-１０６７
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皇子原公園
屋根付き大型木育遊具の名前決定
　令和４年８月 11 日から９月 11 日に、皇子原公園「屋根付き大型木製遊具」名前投票を行いました。県
内外から皇子原公園に来場された皆さんが、総数129票（ネット投票80票、皇子原公園投票箱への投票49票）
を投票していただきました。その結果、皇子原公園「屋根付き大型木製遊具」名前は次のとおり決定いた
しました。

　屋根付き大型木製遊具は、令和４年３月に完成し、連日多
くの家族連れで賑わっております。県産材を使用した施設で、
遊びながら木のぬくもりを感じることができます。また、大
きな屋根が付いているので雨の日や紫外線の強い日なども快
適に過ごすことができます。ぜひ、ご家族で「もーりぃ」に
遊びに来てください！

　なお、応募者の中から、ゴーカート無料乗車券・バンガロー
無料宿泊券をプレゼントいたします。抽選結果は、賞品の発
送をもって代えさせていただきます。

【お問い合わせ先】　産業創生課産業観光係　☎42‐２１２８

「もーりぃ」「もーりぃ」獲得票数 51/129 （総投票数）

行
く
秋
や
次
の
季
節
の
風
の
音

姑は
は

笑
顔
供
え
し
ふ
じ
の
香
り
立
つ

里
鴉か

ら
す

啼
く
や
廃
戸
の
柿
の
熟
れ
て

秋
茗
荷
入
れ
て
ど
ん
ぶ
り
戻
り
来
し

秋
風
や
よ
ろ
め
く
仔
牛
乳
ね
だ
る

失
敗
を
「
よ
か
よ
」
と
許
す
貴
船
菊

ひ
ま
わ
り
や
コ
ロ
ナ
感
染
負
け
な
い
で

台
風
の
去
り
て
三
時
や
梨
を
喰
む

ご
み
拾
う
拾
え
る
わ
が
身
葭よ

し

の
花

小　

村　

明　

子

今　

西　

由
美
子

坂　

元　

孝　

徳

佐
土
原　

武　

幸

横　

田　
　
　

修

内　

村　

登
志
美

入　

佐　

典　

子

岩　

﨑　

富
美
子

中　

園　

直　

子

十
月
号 

　
　
　
高
原
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

肥
料
価
格
高
騰
対
策
に
つ
い
て

　
肥
料
価
格
高
騰
に
よ
る
農
家
経
営
へ

の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
国
の
事
業
に

よ
り
前
年
度
か
ら
増
加
し
た
肥
料
費
の

７
割
を
支
援
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

○
対
象
農
家

令
和
３
年
度
に
生
産
物
の
販
売
実
績

が
あ
る
農
家

○
対
象
肥
料

令
和
４
年
６
月
か
ら
10
月
に
購
入
し

た
肥
料

○
必
要
書
類

・
肥
料
の
注
文
票
と
領
収
書
等

｟
肥
料
の
種
類
、
数
量
、
購
入
費
が
確
認

で
き
る
も
の
に
限
り
ま
す
。｠

・
支
援
金
を
振
り
込
む
通
帳

○
受
付
日

10
月
11
日｟
火
｠

午
前
９
時
～
午
後
４
時

10
月
12
日｟
水
｠

午
前
９
時
～
正
午

○
場
所
　
ほ
ほ
え
み
館
中
研
修
室

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
農
畜
産
振
興
課
農
産
園
芸
係

　
☎
42-

５
１
３
２

行
政
相
談
週
間
に
つ
い
て

　
10
月
17
日
か
ら
23
日
は
、「
行
政
相
談

週
間
」
で
す
。
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国

な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
や
困
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
、
制
度
や
仕
組
み
が
分

か
ら
な
い
、
相
談
し
て
み
た
が
説
明
に
納

得
が
い
か
な
い
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い

い
か
分
か
ら
な
い
、
な
ど
の
お
困
り
ご
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
行
政
相
談
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
高
原
町
で
は
、
左
記
の
日
程
で
行
政
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
10
月
19
日｟
水
｠

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

○
場
所
　
ほ
ほ
え
み
館
　

○
行
政
相
談
委
員
　
湯
田
秀
規
さ
ん

〇
そ
の
他

　
当
日
程
以
外
に
も
、
行
政
相
談
は
毎

月
第
３
水
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
行
政
係

　
☎
42-

２
１
１
２

交
通
事
故
に
関
す
る

　
　
　
　
　
弁
護
士
無
料
相
談

　
宮
崎
県
交
通
事
故
相
談
所
で
は
、
次
の

と
お
り
、
弁
護
士
無
料
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
交
通
事
故
で
は
、
損
害
賠
償
請
求
や
示

談
交
渉
な
ど
様
々
な
問
題
が
生
じ
ま
す
。

　
交
通
事
故
に
遭
っ
た
り
、
交
通
事
故
を

起
こ
し
て
お
困
り
の
場
合
は
、
宮
崎
県
交

通
事
故
相
談
所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

○
日
時
　
毎
月
第
２
木
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
ま
で

○
主
な
相
談
内
容
　

・
自
賠
責
保
険
や
任
意
保
険
の
請
求
手
続

・
損
害
賠
償
の
請
求
方
法

・
過
失
割
合
の
決
め
方

・
示
談
の
進
め
方
　
な
ど

○
そ
の
他

　
弁
護
士
無
料
相
談
は
、
１
枠
30
分
で

毎
月
３
枠
の
相
談
を
受
付
け
て
お
り
、

事
前
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※

詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
県
交
通
事
故
相
談
所
　

　
☎
０
９
８
５‐

26-

７
０
３
９

相
　
　
談

Town　Information

話
し
合
っ
て
１
０
０
周
年

　
　
　
　
調
停
制
度
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
10
月
、
調
停
制
度
は
発
足
か

ら
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
調
停
と
は
、
裁
判
所
が
お
互
い
の
言
い

分
を
聴
い
て
、
話
合
い
に
よ
っ
て
問
題
の

解
決
を
図
る
手
続
で
、
手
続
が
簡
単
、
費

用
が
安
い
、
判
決
と
同
じ
効
果
が
あ
る
、

秘
密
が
守
ら
れ
る
な
ど
の
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

○
内
容

〖
民
事
調
停
の
例
〗

・
貸
し
た
お
金
を
返
し
て
も
ら
い
た
い

・
交
通
事
故
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た

・
お
隣
の
騒
音
で
困
っ
て
い
る
　
な
ど

〖
家
事
調
停
の
例
〗

・
離
婚
し
た
い
が
冷
静
に
話
し
合
え
な
い

・
養
育
費
を
も
ら
い
た
い

・
遺
産
相
続
に
つ
い
て
家
族
間
で
も
め

て
い
る
　
な
ど

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
小
林
簡
易
裁
判
所
｟
民
事
調
停
｠

　
☎
23-

２
３
０
９

　
宮
崎
家
庭
裁
判
所
都
城
支
部｟
家
事
調
停
｠

　
☎
23-

４
１
７
７

障
が
い
者
ふ
れ
あ
い
就
職
説
明
会

　
就
職
を
希
望
さ
れ
て
い
る
障
が
い
や

難
病
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
小
林
市
、
え

び
の
市
、
高
原
町
の
約
10
社
の
企
業
が
参

加
し
て
就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

〇
日
時
　
10
月
21
日｟
金
｠

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

　
｟
受
付
は
12
時
30
分
よ
り
開
始
｠

〇
実
施
場
所
　
小
林
中
央
公
民
館

〇
持
ち
物

　
特
に
な
し
｟
任
意
で
障
害
者
手
帳
や
特

　
定
医
療
費
受
給
者
証
｠

〇
服
装
　
普
段
着
で
可

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
小
林
公
共
職
業
安
定
所

　
☎
23-

２
１
７
１

副
業
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業

　
町
内
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
主
に
40

歳
以
下
の
経
営
者
の
抱
え
る
経
営
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、
首
都
圏
の
副
業

専
門
人
材
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
伴
走
支

援
を
行
っ
て
も
ら
う
事
業
を
11
月
よ
り

開
始
し
ま
す
。

　
具
体
的
な
課
題
に
つ
い
て
は
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
な
が
ら
明
確
化
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
危
機
感
を

抱
く
若
手
経
営
者
か
ら
の
応
募
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
募
集
は
、
高
原
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

で
10
月
末
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
創
生
課
産
業
観
光
係

　
☎
42-

２
１
２
８

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

　
仕
事
や
学
業
な
ど
で
、
平
日
の
開
庁
時

間
内
に
窓
口
へ
来
ら
れ
な
い
方
の
た
め
、

左
記
の
日
程
で
窓
口
時
間
の
延
長
と
休

日
の
窓
口
開
設
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

〖
10
月
の
延
長
窓
口
〗

○
日
時
　
10
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

　
　
　
　
｟
毎
週
木
｠

　
午
後
５
時
15
分
～
午
後
７
時

○
場
所
　
高
原
町
役
場
１
階

　
町
民
福
祉
課
住
民
係

〖
10
月
の
休
日
開
庁
〗

　※
事
前
予
約
が
必
要

○
日
時
　
10
月
30
日｟
日
｠

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
｟
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
｠

○
場
所
　
高
原
町
役
場
１
階

　
町
民
福
祉
課
住
民
係

○
予
約
締
切
日
　
10
月
26
日｟
水
｠

　
午
後
５
時
ま
で

※

定
員
に
な
り
次
第
、
予
約
を
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
注
意
事
項

・
休
日
開
庁
に
つ
い
て
は
予
約
制
で
す

の
で
、必
ず
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
前
予
約
が
０
件
の
場
合
、
開
庁
い
た

し
ま
せ
ん
。

・
正
面
玄
関
は
施
錠
さ
れ
て
い
る
た
め
、

役
場
西
側
｟
守
衛
室
側
｠
か
ら
お
入
り

く
だ
さ
い
。

・
窓
口
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

関
す
る
手
続
き
の
み
受
付
け
ま
す
。
紛

失
等
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
再
交
付
｟
有
料
｠
は
、
平
日
の
み
の
受

付
け
と
な
り
ま
す
。
各
種
証
明
書
の
発

行
や
住
民
異
動
届
は
受
付
け
で
き
ま

せ
ん
。

・
15
歳
未
満
の
方
の
手
続
き
は
、
法
定
代

理
人
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。
本
町

の
シ
ス
テ
ム
に
て
同
一
世
帯
の
続
柄

が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
法
定
代
理

人
と
本
人
の
関
係
を
確
認
で
き
る
戸

籍
謄
本
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
福
祉
課
住
民
係

　
☎
42-

１
０
６
７

　
Ｅ
メ
ー
ル

　cyoumin@town.takaharu.lg.jp

お
知
ら
せ

まちの掲示板
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肥
料
価
格
高
騰
対
策
に
つ
い
て

　
肥
料
価
格
高
騰
に
よ
る
農
家
経
営
へ

の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
国
の
事
業
に

よ
り
前
年
度
か
ら
増
加
し
た
肥
料
費
の

７
割
を
支
援
金
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

○
対
象
農
家

令
和
３
年
度
に
生
産
物
の
販
売
実
績

が
あ
る
農
家

○
対
象
肥
料

令
和
４
年
６
月
か
ら
10
月
に
購
入
し

た
肥
料

○
必
要
書
類

・
肥
料
の
注
文
票
と
領
収
書
等

｟
肥
料
の
種
類
、
数
量
、
購
入
費
が
確
認

で
き
る
も
の
に
限
り
ま
す
。｠

・
支
援
金
を
振
り
込
む
通
帳

○
受
付
日

10
月
11
日｟
火
｠

午
前
９
時
～
午
後
４
時

10
月
12
日｟
水
｠

午
前
９
時
～
正
午

○
場
所
　
ほ
ほ
え
み
館
中
研
修
室

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
農
畜
産
振
興
課
農
産
園
芸
係

　
☎
42-

５
１
３
２

行
政
相
談
週
間
に
つ
い
て

　
10
月
17
日
か
ら
23
日
は
、「
行
政
相
談

週
間
」
で
す
。
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国

な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
や
困
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
、
制
度
や
仕
組
み
が
分

か
ら
な
い
、
相
談
し
て
み
た
が
説
明
に
納

得
が
い
か
な
い
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い

い
か
分
か
ら
な
い
、
な
ど
の
お
困
り
ご
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
行
政
相
談
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
高
原
町
で
は
、
左
記
の
日
程
で
行
政
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
10
月
19
日｟
水
｠

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

○
場
所
　
ほ
ほ
え
み
館
　

○
行
政
相
談
委
員
　
湯
田
秀
規
さ
ん

〇
そ
の
他

　
当
日
程
以
外
に
も
、
行
政
相
談
は
毎

月
第
３
水
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
行
政
係

　
☎
42-

２
１
１
２

交
通
事
故
に
関
す
る

　
　
　
　
　
弁
護
士
無
料
相
談

　
宮
崎
県
交
通
事
故
相
談
所
で
は
、
次
の

と
お
り
、
弁
護
士
無
料
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
交
通
事
故
で
は
、
損
害
賠
償
請
求
や
示

談
交
渉
な
ど
様
々
な
問
題
が
生
じ
ま
す
。

　
交
通
事
故
に
遭
っ
た
り
、
交
通
事
故
を

起
こ
し
て
お
困
り
の
場
合
は
、
宮
崎
県
交

通
事
故
相
談
所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

○
日
時
　
毎
月
第
２
木
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
ま
で

○
主
な
相
談
内
容
　

・
自
賠
責
保
険
や
任
意
保
険
の
請
求
手
続

・
損
害
賠
償
の
請
求
方
法

・
過
失
割
合
の
決
め
方

・
示
談
の
進
め
方
　
な
ど

○
そ
の
他

　
弁
護
士
無
料
相
談
は
、
１
枠
30
分
で

毎
月
３
枠
の
相
談
を
受
付
け
て
お
り
、

事
前
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※

詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
県
交
通
事
故
相
談
所
　

　
☎
０
９
８
５‐

26-

７
０
３
９

相
　
　
談
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現住人口調査　令和４年９月１日現在

対前月比 対前年同月比

総人口 ８，３８６ 人 　ー９ ー１５６

男 ４，０１０ 人 　ー７ ー５４

女 ４，３７６ 人 　　ー２ ー１０２

世帯数 ３，７１７世帯 　　０ ー２６

町の総人口

転入 １６ 出生 ８

転出 １９ 死亡 　１４

人口の動き

８月の交通事故発生状況

８月の出動状況

１１０番
　　　だより

１１９番
　　　だより

物損　　６

人身　　３ 年計　　11

年計　　73

●中央公民館図書室

　開室時間　平日　８：30 ～ 17：00　休日　10：00 ～ 16：00

　10 月の閉室日　２日（日）、10 日（月・祝）、23 日（日）

　11 月の閉室日　３日（木・祝）、20 日（日）、23 日（水・祝）

　※急遽、休みになる場合がございます。ご了承ください。

●お問い合わせ先　

　教育総務課社会教育係

　☎42-１４８４

まだ見ぬ一冊に出会う旅

オススメ新着本①

オススメ新着本②

役場 分館 高原小学校

高原
病院

町体
育館

図書室
★

寄付 社会福祉協議会へ

８月受付分・敬称略

【遺族】　　　　【続柄】　　【故人】　　　【地区名】

内村　ツヤ子　　夫　　　正行　　　　並木区

花牟禮　茂　　　母　　　シズ子　　　並木区

鷹巣　好男　　　弟　　　力敏　　　　中平区

吉松　澄夫　　　妻　　　キク　　　　下広原区

香典返し

☆ありがとうございました。

　不審に思ったりトラブルに遭ったりした場合は、警

察相談専用電話又は最寄りの警察署や駐在所にご連絡

ください。

　８月中、高原町では

火災が１件ありました。

　火の取扱いには十分注意しましょう。

火災　　１

救急　　42 年計　 279

年計　　３

　嵐の夜、あまやどりで偶然出会

ったヤギのメイとオオカミのガブ。

本当なら仲良くなれない２匹です

が、真っ暗でお互いが見えず仲間

だと勘違い。ハラハラドキドキす

るメイとガブの禁断の友情の物語、

あらしのよるにシリーズ１作目です。シリーズ２から

７も続けて読んでみてください。

六人の嘘つきな大学生

出版社／角川書店　　著者／浅倉秋成

　成長著しいＩＴ企業「スピラリ

ンクス」の最終選考に残った六人

の大学生。最終選考は「六人の中

で誰が最も内定にふさわしいか」

を議論するグループディスカッシ

ョンだった。内定を賭けた議論が

進む中、六通の封筒が発見される。そこには六人それ

ぞれの「罪」が告発されていた。六人の罪とは何か、

犯人は誰か、六人の究極の心理戦が始まる。

あらしのよるに

作／きむらゆういち　　絵／あべ弘士

国税庁を名乗るショートメッセージに注意

～うそ電話詐欺（架空料金請求詐欺）～

●相談窓口

　警察相談専用電話　＃９１１０

　小林警察署　☎23－０１１０ 

　宮崎県内では、国税庁を装ったショートメッセージ

によるうそ電話詐欺が発生しています。

　添付されたURLから偽サイトに誘導して、「所得税が

納付されていない」、「最終期限までに納税がない場合

は、不動産、自動車などの債権の差押処分に着手する」

などと通知し、電子マネーで支払わせてお金をだまし

取る手法で、若い世代の方も被害に遭われています。

被害防止のポイント

〇身に覚えのないメール等は開かない

〇メール等に添付されたURLはアクセスしない

〇「電子マネー」で支払いを要求されたときは詐欺

　を疑う

広報たかはる 14



10 月のカレンダー

　

空
が
高
く
、
雲
が
く
っ
き
り
見

え
る
、
す
が
す
が
し
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
食
欲
の
秋
、
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
、
読
書
の
秋
…
。
皆
さ
ん

は
ど
ん
な
秋
を
お
過
ご
し
で
す

か
。

　

さ
て
、
こ
の
度
の
台
風
14
号
に

伴
い
、
常
盤
台
水
源
地
が
被
災
し
、

町
内
の
７
割
以
上
の
世
帯
が
１
週

間
以
上
の
断
水
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
飲
料
水
、

食
事
、
お
風
呂
、
ト
イ
レ
、
そ
の

他
日
常
生
活
に
様
々
な
支
障
を
き

た
し
、
水
の
大
切
さ
を
改
め
て
思

い
知
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
土
砂
の
撤
去
、

配
水
管
敷
設
な
ど
の
復
旧
作
業

に
、
昼
夜
問
わ
ず
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
町
内
事
業
者
の
方
に
は
感
謝

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
多
く
の
方
や
事
業
者
が
、

自
ら
も
断
水
の
被
害
を
受
け
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
様
々
な
支
援

を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
変
な
事
態
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
町
内
の
方
、
高
原
を
思
う
方

の
温
か
さ
を
改
め
て
感
じ
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

 

石
ヶ
野

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

8 土

第12回全国和牛
能力共進会 鹿児島県 農畜産振興課

生涯学習講座（書道） 中央公民館 10:00 ～ 11:30 教育総務課
トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館

9 日

第12回全国和牛
能力共進会 鹿児島県 農畜産振興課

リサイクル・有害・その他
ごみの日

各リサイクル
集積所 7:30 ～ 9:00 町民福祉課

10 月

● スポーツの日
第12回全国和牛
能力共進会 鹿児島県 農畜産振興課

もやせるごみの日
（祝日収集）

もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

生涯学習講座（ヨガ） ほほえみ館 19:00 ～ 20:30 教育総務課

11 火

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

生涯学習講座（川柳） 中央公民館 9:30 ～ 11:30 教育総務課
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館
母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

12 水

廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課
生涯学習講座
（ボランティア） 中央公民館 9:30 ～ 11:30 教育総務課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館
消費生活相談 高原町役場 10:00 ～ 15:00 総合政策課

13 木

郡子牛品評会 西諸畜連 農畜産振興課

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

民児協定例会 ほほえみ館中
研修室 13:30 ～ 16:30 社会福祉

協議会
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館
4・5歳児保育園訪問 並木保育園 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

14 金
古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区

の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館
15 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館
16 日

17 月

18 火

子牛セリ市 西諸畜連 農畜産振興課

無料法律相談（要予約） ほほえみ館 13:30 ～ 16:30 社会福祉
協議会

皇子原学園（日本の文化
継承～若き書道家） ほほえみ館 9:30 ～ 11:00 教育総務課

3歳6か月児健診 ほほえみ館 13:00 ～ 13:30
受付 ほほえみ館

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

19 水

子牛セリ市 西諸畜連 農畜産振興課
オレンジカフェたかはい
さの 南狭野区東前野 14:00 ～ 16:00 ほほえみ館

廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

町民生活相談所 ほほえみ館 9:00 ～ 12:00 社会福祉
協議会

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

4・5歳児保育園訪問 遍照
認定こども園 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

20 木

子牛セリ市 西諸畜連 農畜産振興課
生涯学習講座
（歴史文化財） 中央公民館 9:30 ～ 11:30 教育総務課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館
4・5歳児保育園訪問 出口保育園 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

21 金

22 土 生涯学習講座（健幸） 高原中学校
（予定） 10:00 ～ 12:00 教育総務課

23 日

24 月 子牛耳標装着（8・9生） 町内一円 午前中 農畜産振興課

25 火

第11回宮崎県肉畜共進会
枝肉の部 ミヤチク 農畜産振興課

12月セリ子牛BL検査採血 町内一円 農畜産振興課
オレンジカフェたかはい
上麓 霧島団地前 10:00 ～ 12:00 ほほえみ館

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館
母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

26 水
廃プラリサイクルの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

27 木 トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館
28 金 肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

29 土
成牛セリ市（妊娠牛） 西諸畜連 農畜産振興課
トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館

30 日

31 月 和牛登録検査 高原畜産振興
センター 農畜産振興課

11 月のカレンダー

1 火
生涯学習講座
（一貫張り） 中央公民館 9:30 ～ 11:30 教育総務課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

2 水
もやせないごみの日 各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館

3 木

● 文化の日
もやせるごみの日
（祝日収集）

もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民福祉課

トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 ほほえみ館

4 金
子牛生産検査・予防注射
（6・7生） 町内一円 農畜産振興課

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 ほほえみ館
5 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 ほほえみ館
6 日

7 月
子牛生産検査・予防注射
（6・7生） 町内一円 農畜産振興課

今月は、町県民税（３期）、国民健康保険税（５期）、

後期高齢者医療保険料（４期）、

介護保険料（５期）の納期です。

高原町ホームページ
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広
報

令和 4年

10 月 23 日
高原町総合運動公園及び高原中学校

主催　日本発祥地まつり実行委員会

昼の部　１０ ： ００～１５ ： ００　　夜の部　１６ ： ３０～２０ ： ３０

（花火打ち上げ　２０：００～）物産市、ステージ、作品展示、

御神幸行列、 伝統芸能奉納、 神代の火まつり、 花火大会など

事務局　奥霧島地域商社ツナガルたかはる株式会社

☎　０９８４ｰ２１ｰ２６３９　

（日）

ま
つ
り
高

原
合同開催 （花

火
大
会
）　

　
　
　
　　　　　　　　　　　　
　　

　　
　
　

日
本
発

祥
地まつり （神代

の
火
ま
つ
り
）　

　
　　　　　　　　　　　　

　　
　　

　
　

神
武

の
里たかはる秋ま

つ
り
　
　
　
　
　
　
　
　　

まつりの趣旨や詳細については、 高原町 HP を
ご確認ください。


